
金融仲介機能のベンチマークについて
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当金庫の「金融仲介機能のベンチマーク」への取り組みについて
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平成28年9月に金融庁より「金融仲介機能のベンチマーク」が策定され、地域金融機関は、
取引先企業の事業の実態をよく理解して、企業価値向上等に資する融資やコンサルティン
グなどを通じ、適切な金融仲介機能を発揮することが求められています。

当金庫は、取引先企業の企業価値向上に取り組んでいくうえで、「金融仲介機能のベンチ
マーク」を活用して、その取り組みが有効に機能しているかを評価し、当金庫と取引先企業
の共通価値の向上に努めてまいります。



ベンチマーク

金融機関がメインバンク（融資残高1位）として取引を行っている企業のうち、経営指標

（前年度比で売上高もしくは従業員数）の改善が見られた先数（先数はグループベース）
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共通ベンチマーク１
〈金融仲介機能〉

取引先企業の経営改善や成長力の強化

２０２１/３ ２０２２/３

メイン先数 ９８６先 １，０００先

メイン先の融資残高 ４３７億円 ４６６億円

うち経営指標等が改善した先数 ５６３先 ４３１先

上記の融資残高 ２６１億円 １７２億円

メイン先について、２０２０年度より先数＋１４先、融資残高＋２９億円となっていますが、

経営指標等が改善した先は２０２０年度より▲１３２先となっており、新型コロナウィルス感染

拡大等の影響を受けて厳しい経済環境のなかにおいて改善が難しい状況となっています。
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共通ベンチマーク２

ベンチマーク

当金庫が貸付条件の変更を行っている中小企業の経営改善計画の進捗状況（先数は

グループベース）

〈金融仲介機能〉

取引先企業の抜本的事業再生等による生産性の向上

貸付条件変更先について、２０２０年度より＋２先となっていますが、不調先は＋７先となっ

ており、新型コロナウィルス感染拡大等の影響を受け、経営改善計画の進捗が厳しい状況と

なっています。

２０２１/３ ２０２２/３

貸 付 条 件 変 更 数 １１５先 １１７先

好 調 先 １先 ３先

順 調 先 ２７先 ２０先

不 調 先 ８７先 ９４先
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共通ベンチマーク３

ベンチマーク

当金庫が関与した創業、第二創業の件数

〈金融仲介機能〉

取引先企業の抜本的事業再生等による生産性の向上

創業について、創業または創業から５年未満のお取引先に対して、創業計画書の策定や融

資などに関与していますが、２０２０年度は新型コロナウィルスの感染拡大等により大幅に減

少していましたが、例年と同水準まで回復しました。

２０２１/３ ２０２２/３

当金庫が関与した創業件数 １７先 ４７先
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共通ベンチマーク４

ベンチマーク

ライフステージ別の与信先数および融資額（先数単体ベース）

〈金融仲介機能〉

取引先企業の抜本的事業再生等による生産性の向上

ライフステージについて、「創業期」、「成長期」、「安定期」のお取引先は１，０６２先（５３．

９％）となっていますが、新型コロナウィルス感染拡大等の影響により「低迷期」のお取引先

が２０２０年度より＋１１２先（＋５．６％）となっており、更に厳しい経営環境となっています。

全与信先 創業期 成長期 安定期 低迷期 再生期

ライフス
テージ別
の与信先
数

２０２１/３ １，９４７先 ６６先 ９０先 ９９８先 ８２先 １２４先

２０２２/３ １，９６７先 ６８先 ９４先 ９００先 １９４先 １２４先

上記与信
先に係る
融資残高

２０２１/３ ８１０億円 ３０億円 ４４億円 ３６９億円 １５億円 ９８億円

２０２２/３ ８３９億円 １９億円 ３９億円 ３３６億円 ７９億円 ９６億円

※創業先以外で5期連続した決算書がない取引先についてはライフステージ別の分類を行っていません。
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共通ベンチマーク５

ベンチマーク

金融機関が事業性評価に基づく融資を行っている与信先数及び融資額及び全事業性与

信先数及び融資額に占める割合（先数単体ベース）

〈金融仲介機能〉

担保・保証依存の融資姿勢からの転換

事業性評価に基づく融資について、お取引先のさまざまな資金需要に対して積極的に事業

性評価に基づく融資を実行した結果、２０２０年度より先数＋１０６先、融資残高＋６４億円と

なっており、２０２０年度より割合も先数＋５．３％、融資残高＋７．１％と増加しています。

２０２１/３ ２０２２/３

先 数 融資残高 先 数 融資残高

事業性評価に基づく
融資を行っている
与信先数及び融資残高

１９７先 １３４億円 ３０３先 １９８億円

上記計数の全与信先数
及び当該与信先の
融資残高に占める割合

１０．１％ １６．５％ １５．４％ ２３．６％
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独自ベンチマーク１

ベンチマーク

本業支援（顧客の育成発展に貢献する支援）を行っている先数及び融資額、全事業性融

資先数及び融資総額に占める割合（条件変更先を含む）。

〈金融仲介機能〉

本業支援

本業支援について、お取引先の発展に貢献できる６つの本業支援に積極的に取組んだ結

果、前期より先数＋１０５先、融資残高＋５７億円となっており、前期より割合も先数＋５．２％、

融資残高＋６．３％と増加しています。

２０２１/３ ２０２２/３

先 数 融資残高 先 数 融資残高

本業支援先 ２１５先 １０７億円 ３２０先 １６４億円

〃 （割合） １１．０％ １３．３％ １６．２％ １９．６％

本業支援（顧客の育成発展に貢献する支援）
①創業支援及び第２創業支援
②Ｍ＆Ａを含む事業承継支援
③販路開拓支援

④経営改善支援
⑤人材および労務支援
⑥その他経営力向上支援
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独自ベンチマーク２

ベンチマーク

本業支援（顧客の育成発展に貢献する支援）を行っている先のうち経営指標に改善が

みられた先、本業支援先に占める割合（条件変更先を含む）。

〈金融仲介機能〉

本業支援

経営改善先について、お取引先の発展に貢献できる本業支援に積極的に取組んだ結果、

２０２０年度より先数＋６１先となっており、割合も先数＋１１．０％と増加しています。経営環

境が厳しいなか、３５．６％のお取引先の売上高または営業利益が改善（増加）しています。

経営指標改善先：売上高または営業利益が前期比増加している先
割合：経営指標改善先数÷本業支援先

２０２１/３ ２０２２/３

先 数 先 数

経営指標改善先 ５３先 １１４先

〃 (割合） ２４．６％ ３５．６％


